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○
環
境
省
令
第
十
二
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
七
十
六

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第

八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
八
条
の
三
第
一
項
、
第
九
条
第
五
項
（
同
法
第
九
条
の
三
第
十
一
項
及
び
第
十
五
条
の

二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
十
五

条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術

上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
九
日

環
境
大
臣

山
本

公
一

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十

二
年
総
理
府
・
厚
生
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ

う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ

を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を

新
た
に
追
加
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
一
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

第
一
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条

。

第
三
号
ヌ

に
掲
げ
る
水
銀
処
理
物
（
以
下
「
基
準
不
適
合
水
銀
処
理
物
」
と

(2)

い
う
。
）
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

２

法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
維
持

２

法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
維
持

管
理
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

管
理
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
十
六

（
略
）

一
～
十
六

（
略
）

十
七

埋
立
処
分
が
終
了
し
た
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し

十
七

埋
立
処
分
が
終
了
し
た
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し
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て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
処
分
が
終
了
し
た
区

て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
処
分
が
終
了
し
た
区

画
。
以
下
こ
の
号
、
次
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
二
条
第
二
項
第
一
号

画
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
二
項
第
一
号
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
は

ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
厚
さ
が
お
お
む
ね
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

、
厚
さ
が
お
お
む
ね
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
砂
に
よ
る
覆
い

以
上
の
土
砂
に
よ
る
覆
い
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
覆
い
に
よ
り
開
口
部

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
覆
い
に
よ
り
開
口
部
を
閉
鎖
す
る
こ
と
。
た
だ

を
閉
鎖
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

し
、
前
項
第
五
号
ニ
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
同

埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件

号
イ

か
ら

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
備
え
た
遮
水
層
に
不
織

(1)
(ｲ)

(ﾊ)

(1)
(ｲ)

(ﾊ)

を
備
え
た
遮
水
層
に
不
織
布
を
敷
設
し
た
も
の
の
表
面
を
土
砂
で
覆
つ

布
を
敷
設
し
た
も
の
の
表
面
を
土
砂
で
覆
つ
た
覆
い
又
は
こ
れ
と
同
等

た
覆
い
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
水
の
効
力
、
遮
光
の
効
力
、
強
度

以
上
の
遮
水
の
効
力
、
遮
光
の
効
力
、
強
度
及
び
耐
久
力
を
有
す
る
覆

及
び
耐
久
力
を
有
す
る
覆
い
に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
。

い
に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
。

十
八
・
十
九

（
略
）

十
八
・
十
九

（
略
）

二
十

埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
一
般
廃
棄
物
に
石
綿
含

二
十

埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
一
般
廃
棄
物
に
石
綿
含

有
一
般
廃
棄
物
又
は
令
第
三
条
第
三
号
ヌ

に
掲
げ
る
水
銀
処
理
物
（
以
下

有
一
般
廃
棄
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
数
量
、
最

(3)

「
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
い
う
。
）
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を

終
処
分
場
の
維
持
管
理
に
当
た
つ
て
行
つ
た
点
検
、
検
査
そ
の
他
の
措
置
（

含
む
。
）
及
び
数
量
、
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
に
当
た
つ
て
行
つ
た
点
検

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
応
急
の
措
置
を
含
む
。
）
の
記

、
検
査
そ
の
他
の
措
置
（
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
応
急
の

録
並
び
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
位

措
置
を
含
む
。
）
の
記
録
並
び
に
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
基
準
適
合
水

置
を
示
す
図
面
を
作
成
し
、
当
該
最
終
処
分
場
の
廃
止
ま
で
の
間
、
保
存
す

銀
処
理
物
を
埋
め
立
て
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
位
置
を
示
す
図
面
を
作
成

る
こ
と
。

し
、
当
該
最
終
処
分
場
の
廃
止
ま
で
の
間
、
保
存
す
る
こ
と
。

３

法
第
九
条
第
五
項
（
法
第
九
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

３

法
第
九
条
第
五
項
（
法
第
九
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基

準
は
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ

準
は
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ

て
は
次
の
と
お
り
と
し
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
一
般
廃
棄
物
の

て
は
次
の
と
お
り
と
し
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
一
般
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
す
る
。

最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
す
る
。

一
～
十
一

（
略
）

一
～
十
一

（
略
）

十
二

基
準
適
合
水
銀
処
理
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当

（
新
設
）

該
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
に
雨
水
が
浸
入
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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第
一
条
の
二

法
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最

（
新
設
）

終
処
分
場
（
基
準
不
適
合
水
銀
処
理
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に

限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
第
一
項

第
三
号
及
び
第
六
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

埋
立
地
の
周
囲
に
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立
地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
囲
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

入
口
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
様
式
第
一
に
よ
り
基
準
不
適
合
水
銀
処
理
物

の
最
終
処
分
場
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
立
札
そ
の
他
の
設
備
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

三

埋
立
地
に
は
、
一
般
廃
棄
物
の
投
入
の
た
め
の
開
口
部
を
除
き
、
次
の
要

件
を
備
え
た
外
周
仕
切
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

日
本
工
業
規
格
Ａ
一
一
〇
八
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
試
験
方
法

）
に
よ
り
測
定
し
た
一
軸
圧
縮
強
度
が
一
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
二

十
五
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
上
で
、
水
密
性
を
有
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造

ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
厚
さ
が
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
断
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

前
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

埋
め
立
て
た
一
般
廃
棄
物
と
接
す
る
面
が
遮
水
の
効
力
及
び
腐
食
防
止

の
効
力
を
有
す
る
材
料
で
十
分
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

地
表
水
、
地
下
水
及
び
土
壌
の
性
状
に
応
じ
た
有
効
な
腐
食
防
止
の
た

め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ホ

目
視
等
に
よ
り
損
壊
の
有
無
を
点
検
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四

面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
又
は
埋
立
容
量
が
二
百
五
十
立
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
埋
立
地
は
、
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
備

え
た
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
、
一
区
画
の
面
積
が
お
お
む
ね
五
十
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、
又
は
一
区
画
の
埋
立
容
量
が
お
お
む
ね
二
百
五
十
立
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
区
画
す
る
こ
と
。
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２

法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
維
持

管
理
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号

、
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
十
五
号
及
び
第
十
九
号
ま
で
の
規
定
の
例

に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
囲
い
は
、
み
だ
り
に
人
が
埋
立

地
に
立
ち
入
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

二

埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に

つ
い
て
は
、
埋
立
処
分
を
行
お
う
と
す
る
区
画
）
に
た
ま
つ
て
い
る
水
は
、

当
該
埋
立
地
又
は
区
画
に
お
け
る
埋
立
処
分
開
始
前
に
排
除
す
る
こ
と
。

三

前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
外
周
仕
切
設
備
及
び
同
項
第
四

号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
内
部
仕
切
設
備
を
定
期
的
に
点
検
し
、
こ
れ

ら
の
設
備
の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
保
有
水
の
浸
出
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
最
終
処
分
場
へ
の
一

般
廃
棄
物
の
搬
入
及
び
埋
立
処
分
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
設
備

の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
保
有
水
の
浸
出
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

埋
立
処
分
が
終
了
し
た
埋
立
地
は
、
速
や
か
に
前
項
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま

で
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
た
覆
い
に
よ
り
閉
鎖
す
る
こ
と
。

五

前
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
し
た
埋
立
地
（
内
部
仕
切
設
備
に
よ
り
区
画
し

て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
閉
鎖
し
た

区
画
）
に
つ
い
て
は
、
覆
い
を
定
期
的
に
点
検
し
、
覆
い
の
損
壊
又
は
埋
め

立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
の
保
有
水
の
浸
出
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
覆
い
の
損
壊
又
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物

の
保
有
水
の
浸
出
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六

埋
立
地
（
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
区
画
し
て
埋
立
処
分
を
行
う
埋
立

地
に
つ
い
て
は
、
埋
立
処
分
を
行
つ
て
い
る
区
画
）
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
水

銀
処
理
物
の
数
量
及
び
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
に
当
た
つ
て
行
つ
た
点
検

、
検
査
そ
の
他
の
措
置
（
法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
応
急
の
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措
置
を
含
む
。
）
の
記
録
を
作
成
し
、
当
該
最
終
処
分
場
の
廃
止
ま
で
の
間

、
保
存
す
る
こ
と
。

３

法
第
九
条
第
五
項
（
法
第
九
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基

準
は
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ

て
は
前
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
十
一
号
の
規
定
の
例
に
よ

る
ほ
か
次
の
と
お
り
と
し
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
一
般
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
す
る

。一

最
終
処
分
場
が
、
前
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る

技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

二

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
覆
い
に
よ
り
埋
立
地
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と

。
三

最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
又
は
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
外
周
仕
切
設
備
に
つ
い
て
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

（
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
二
条

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終

第
二
条

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
の
技
術
上
の
基
準
は
、
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ

処
分
場
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か

か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

入
口
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
様
式
第
二
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

一

入
口
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
様
式
第
二
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
（
令
第
七
条
第
十
四
号
イ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下

場
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政

「
遮
断
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
令
第
六
条
の
五
第
一
項
第

令
第
三
百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
十
四
号
イ
に
掲
げ
る
産

三
号
イ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
用

業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以
下
「
遮
断
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
の

(1)

(7)

に
供
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
有
害
な
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

う
ち
、
令
第
六
条
の
五
第
一
項
第
三
号
イ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
特
別
管

(1)

(6)

場
、
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
な
い
も
の
に

理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
有
害
な
特

あ
つ
て
は
有
害
な
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
）
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る

別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
、
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
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立
札
そ
の
他
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

処
分
の
用
に
供
さ
れ
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
有
害
な
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
）
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
立
札
そ
の
他
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

二

遮
断
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定

二

遮
断
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
の

の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

埋
立
地
に
は
、
産
業
廃
棄
物
の
投
入
の
た
め
の
開
口
部
を
除
き
、

ロ

埋
立
地
に
は
、
産
業
廃
棄
物
の
投
入
の
た
め
の
開
口
部
を
除
き
、

次
の
要
件
を
備
え
た
外
周
仕
切
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

次
の
要
件
を
備
え
た
外
周
仕
切
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

(1)

(1)

第
一
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と

前
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

(2)

(2)

。～

（
略
）

～

（
略
）

(3)

(5)

(3)

(5)

三

令
第
七
条
第
十
四
号
ロ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以

三

令
第
七
条
第
十
四
号
ロ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以

下
「
安
定
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
一

下
「
安
定
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
一
項

項
第
四
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と

第
四
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

。イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

四

令
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以

四

令
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
以

下
「
管
理
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
一

下
「
管
理
型
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
一
項

項
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

２

法
第
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

２

法
第
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
は
、
第
一
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及

及
び
第
六
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

び
第
六
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

遮
断
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
第
一
条
第
二
項
第
十
号
か
ら

一

遮
断
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
前
条
第
二
項
第
十
号
か
ら
第

第
十
二
号
ま
で
、
第
十
五
号
及
び
第
十
九
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か

十
二
号
ま
で
、
第
十
五
号
及
び
第
十
九
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、

、
次
に
よ
る
こ
と
。

次
に
よ
る
こ
と
。

イ
～
ヘ

（
略
）

イ
～
ヘ

（
略
）
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二

安
定
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
第
一
条
第
二
項
第
七
号
、
第
十
九

二

安
定
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
前
条
第
二
項
第
七
号
、
第
十
九
号

号
及
び
第
二
十
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。
こ
の
場
合

及
び
第
二
十
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

に
お
い
て
、
同
項
第
二
十
号
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄

お
い
て
、
同
項
第
二
十
号
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物

物
」
と
、
「
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
令
第
三
条
第
三
号
ヌ

に
掲
げ
る

」
と
、
「
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物

(3)

水
銀
処
理
物
（
以
下
「
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
石

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
含

有
産
業
廃
棄
物
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

イ
～
チ

（
略
）

イ
～
チ

（
略
）

三

管
理
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
第
一
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
七

三

管
理
型
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
は
、
前
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
七
号

号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
（
鉱
さ
い
、
ば
い
じ
ん
等
ガ
ス
を
発
生
す
る
お
そ
れ

か
ら
第
二
十
号
ま
で
（
鉱
さ
い
、
ば
い
じ
ん
等
ガ
ス
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の

の
な
い
産
業
廃
棄
物
の
み
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
十

な
い
産
業
廃
棄
物
の
み
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
十
六

六
号
を
除
く
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項

号
を
除
く
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第

第
二
十
号
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
「
石
綿

二
十
号
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
「
石
綿
含

含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
令
第
三
条
第
三
号
ヌ

に
掲
げ
る
水
銀
処
理
物
（
以

有
一
般
廃
棄
物
が
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
が
」
と
、
「
石

(3)

下
「
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
い
う
。
）
が
」
と
あ
る
の
は
「
石
綿
含
有

綿
含
有
一
般
廃
棄
物
を
」
と
あ
る
の
は
「
廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃

産
業
廃
棄
物
が
」
と
、
「
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
基
準
適
合
水
銀
処
理

棄
物
を
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

物
を
」
と
あ
る
の
は
「
廃
水
銀
等
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
、
廃

石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
を
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
五
項
の
規

３

法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
は
、
廃
棄
物

定
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
廃
止
の
技
術
上
の
基
準
は
、
廃
棄
物

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
第
一
条
第

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
前
条
第
三

三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
十
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次

項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
十
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の

の
と
お
り
と
し
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

と
お
り
と
し
、
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分

分
場
に
あ
つ
て
は
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
す
る
。

場
に
あ
つ
て
は
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
す
る
。

一

遮
断
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
三
項
第
五
号
の
規
定

一

遮
断
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
三
項
第
五
号
の
規
定
の

の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。

例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

最
終
処
分
場
が
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

イ

最
終
処
分
場
が
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
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た
第
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
技
術

た
前
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
技
術
上

上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

二

安
定
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
三
項
第
七
号
及
び
第

二

安
定
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
三
項
第
七
号
及
び
第
八

八
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。

号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

最
終
処
分
場
が
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

イ

最
終
処
分
場
が
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
第
一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ

た
前
条
第
一
項
第
三
号
、
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る

る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
一
項
第
三
号
ロ
に
規

こ
と
と
さ
れ
た
同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
一
項
第
三
号
ロ
に
規
定

定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

。
ロ
～
ニ

（
略
）

ロ
～
ニ

（
略
）

三

管
理
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
第
三
項
第
五
号
か
ら
第
十
号

三

管
理
型
最
終
処
分
場
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
三
項
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま

ま
で
及
び
第
十
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例

で
の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て

れ
た
同
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ

そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
（
第

と
と
さ
れ
た
同
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
（
第
五
号
ホ
及
び
ヘ
を

五
号
ホ
及
び
ヘ
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な

除
く
。
）
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な

い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
第
十
二
号

い
こ
と
。

中
「
基
準
適
合
水
銀
処
理
物
」
と
あ
る
の
は
、
「
廃
水
銀
等
を
処
分
す
る
た

め
に
処
理
し
た
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第
二

（第
二
条
関
係

）

様
式
第
二

（第
二
条
関
係

）

備
考

１

（略

）

備
考

１

（略

）

２
遮
断
型
最
終
処
分
場
の
う
ち

令
第
６
条
の
５
第
１
項
第
３
号
イ

２
遮
断
型
最
終
処
分
場
の
う
ち

令
第
６
条
の
５
第
１
項
第
３
号
イ

、
、

(
1
)か
ら
(
7
)ま
で
に
掲
げ
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の

(
1)
か
ら
(
6)
ま
で
に
掲
げ
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の

用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は

「産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は

「産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

、
、

」と
あ
る
の
は

「有
害
な
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

」

」と
あ
る
の
は

「有
害
な
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

」

と
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
な
い

と
当
該
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
な
い

、
、
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も
の
に
あ
つ
て
は

「産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

」と
あ
る
の
は

も
の
に
あ
つ
て
は

「産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

」と
あ
る
の
は

、
、

「有
害
な
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

」と
す
る

「有
害
な
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

」と
す
る

。
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百

号
）
第
三
条
第
三
号
ヌ
に
規
定
す
る
水
銀
処
理
物
及
び
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
の

四
第
五
号
ニ
に
規
定
す
る
廃
水
銀
等
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
新
最
終
処
分
基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
第
二
十
号
（
新
最
終
処
分
基
準
省
令
第
二

条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
第
十
二
号
（
新
最

終
処
分
基
準
省
令
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
一



- 11 -

条
の
二
、
第
二
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
様
式
第
二
備
考
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


